
一 
般
質
問

町政を問う

一般質問とは？
　議員が、町の一般事務に対してその執行の状況また
は将来の方針、政策的提言や行政への批判などを執行
者に直接質問することです。
　質問の範囲は、町の行財政全般のほか、地域の問題
や住民生活に関わる事項など多岐にわたっています。

質
問

令
和
２
年
４
月
か

ら
地
方
公
務
員
法
に
定
め

ら
れ
た
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。

員
制
度
が

私
は
、
平
成
30
年
12
月
議

会
に
お
い
て
、
「
瑞
穂
町

の
人
事
管
理
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
一
般
質
問
で
、

臨
時
職
員
や
嘱
託
員
は
、

瑞
穂
町
行
政
の
重
要
な
担

い
手
で
あ
る
と
、
本
件
に

つ
い
て
質
問
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
導

入
に
当
た
り
次
の
点
に
つ

い
て
、
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

問
①
　
導
入
の
経
緯
や
新

た
な
課
題
は
あ
っ
た
か
。

町
長

現
状
の
実
態
把
握

と
必
要
業
務
量
の
再
確
認

を
実
施
し
、
勤
務
日
数
や

時
間
数
が
適
正
か
判
断
し

た
。
国
の
指
針
に
沿
っ
て

期
末
手
当
を
支
給
す
る
た

め
、
収
入
増
に
よ
り
扶
養

範
囲
を
超
え
る
場
合
も
あ

り
、
安
定
し
た
稼
動
時
間

を
確
保
で
き
る
か
な
ど
が

新
た
な
課
題
。

問
②
　
４
月
か
ら
の
任
用

予
定
者
は
。

町
長

新
年
度
予
算
に
計

上
し
た
会
計
年
度
任
用
職

員
の
予
定
者
は
延
べ
人
数

で
３
１
９
人
。

問
③
　
制
度
前
と
の
財
政

負
担
と
そ
の
対
応
は
。

町
長

新
た
に
支
給
す
る

期
末
手
当
は
約
４
３
０
０

万
円
、
通
勤
手
当
は
約

４
７
０
万
円
。
義
務
的
経

費
比
率
が
間
違
い
な
く
上

昇
す
る
が
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
自
体
が
縮
小
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
指
示
し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に

 

つ
い
て

義
務
的
経
費
比
率
は

 

間
違
い
な
く
上
昇
す
る

村
山

正
利

議
員
（
自
民
新
政
会
）

町
長

12
人
の
議
員
か
ら
16
件
の
一
般
質
問

会計年度任用職員制度とは…
臨時・非常勤職員の適正な任用や勤務条件確保
のために、令和２年４月１日から新しく導入さ
れた非常勤職員の制度。一会計年度を超えない
期間を任期として採用される。また、期末手当
なども支給される。

庁舎1階の様子
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質
問　

令
和
２
年
４
月
よ

り
、
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
が
始
ま
る
。
こ
れ
は

法
改
正
に
よ
り
、
地
方
自

治
体
で
働
く
非
正
規
公
務

員
の
採
用
根
拠
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
目
的
の
一
つ

で
あ
り
、
待
遇
改
善
が
期

待
さ
れ
る
。 

パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
任
用
職
員
に
は
ボ

ー
ナ
ス
、
フ
ル
タ
イ
ム
の

場
合
は
ボ
ー
ナ
ス
だ
け
で

な
く
退
職
手
当
等
を
支
払

う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
町
の
財
政
負
担

の
増
加
、
行
政
改
革
の
必

要
も
考
え
ら
れ
る
。
制
度

の
課
題
に
対
し
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　

任
用
職
員
に
は
、

通
勤
手
当
、
期
末
手
当
を

支
給
す
る
の
で
、
待
遇
改

善
に
な
る
。
労
働
に
対
す

る
対
価
は
義
務
的
経
費
で

あ
り
、
制
度
に
準
じ
て
執

行
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

行
政
改
革
、
財
政
健
全
化

は
不
断
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
り
、
業
務
の
委
託

化
、
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ

る
業
務
の
効
率
化
や
費
用

対
効
果
な
ど
、
そ
の
時
々

に
合
っ
た
見
直
し
は
続
け

て
い
く
。
制
度
の
施
行
前

で
も
あ
り
、
課
題
は
こ
れ

か
ら
現
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
国
の
指
針
に
沿
っ
た

中
で
、
任
用
職
員
個
々
の

事
情
に
寄
り
添
っ
た
運
営

を
心
掛
け
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の 

 

課
題
、
取
り
組
み
に
つ
い
て

業
務
の
効
率
化
や
費
用
対
効
果
は

 

常
に
検
証
す
る

原　
　

隆
夫　

議
員
（
公
明
党
）

町
長

ＪＲ青梅線最終電車に接続を

難しい状況にある

榎本　義輝　議員（自民クラブ）

町長

質
問　

地
域
公
共
交
通
会

議
を
前
倒
し
し
、
１
月
28

日
に
第
１
回
目
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
は
、
誠
に
評
価

で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
JR
青
梅
線
の

最
終
電
車
に
接
続
す
る
八

高
線
は
な
く
瑞
穂
町
ま
で

た
ど
り
着
け
な
い
。

バ
ス
路
線
運
行
に
つ
い
て

の
改
善
は
、
い
ず
れ
も
需

要
と
供
給
、
採
算
性
の
上

に
成
立
す
る
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
提
案
の
実
現

は
難
し
い
状
況
に
あ
る
と

思
う
。

　

八
高
線
の
増
発
が
最
重

要
課
題
と
は
思
う
が
、
取

り
急
ぎ
、
福
生
駅
や
羽
村

駅
か
ら
箱
根
ケ
崎
駅
に
向

か
う
バ
ス
の
増
発
を
要
望

し
て
は
。
ま
た
、
福
生
駅

か
ら
箱
根
ケ
崎
駅
行
き
の

バ
ス
経
路
を
、
南
平
か
ら

駅
西
へ
向
か
い
、
バ
ス
停

を
増
や
す
よ
う
要
望
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　

毎
年
実
施
し
て
い

る
町
と
議
会
の
合
同
要
望

活
動
で
、
JR
東
日
本
八
王

子
支
社
に
対
し
24
時
台
の

運
行
を
要
望
し
て
い
る
が
、

経
営
的
に
難
し
い
と
の
回

答
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ス

の
運
行
は
事
業
者
が
乗
降

客
数
や
採
算
性
を
考
慮
の

上
、
国
土
交
通
省
の
許
可

を
得
て
決
定
す
る
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。
鉄
道
、

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

横
田
基
地
の
騒
音
・
振

動
に
手
厚
い
対
策
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
促
進
を

町
長
　
国
が
責
任
を
持

っ
て
十
分
な
措
置
を
講

じ
る
よ
う
議
会
と
共
に

要
望
し
て
い
く
。

町
長
　
新
庁
舎
な
ど
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
は
じ
め
雨
水
の
利
用

な
ど
を
進
め
て
い
る
。

ＲＰＡ（ロボティックプロセスオートメーション）とは…
人工知能などの認知技術を活用したソフトウェアロボ
ットにより、主にデスクワークを自動化・効率化する
取り組みのこと。

環境パトロールをする会計年度任用職員

JR箱根ケ崎駅西口
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